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nohistochemical study を PAP 法にて施行した．
1) control, 2) GFAP, 3) S-100蛋白， 4)NSE, 5) 

























































































































































































perifocal low densityを認めた.enhanced CTでは，
腫蕩は全体に増強効果を認めたが，左側腫蕩内ICIま後
























































(E2), [3H〕－ R5020および，それぞれに diethyl-









例中4例に陽性であった.Bm=76±26 (PRL. n=6), 












































































離しているもの）， grade I: Ia (ECHがTIC invade 
しているもの）， lb (ECHがTをとり囲んでいるもの），
grade II （結合しているが境界明瞭なもの）， grade Il 
（両者の細胞が入り交り境界が判然としないもの），





れた．② lowgrade astrocytoma, oligodendroglioma 
の中にも強い invasivenessを示す症例が存在した．























single cel にした後アルコール固定，抗 BUdR抗体
及び FITCantimouse IgG抗体で処理した後 Pl染








5, 4-88.1%. s期は2.7-12. 7%, G2Mは9.2-26.7%
であった．間葉系腫蕩の Gl(GO）は82.3-84. 5%, s 
はQ.4-1.1；ぢ， G2Mは4.3-15.47ぢと S期の占める割合
が少なく， Gl(GO）の割合が多かった.Dean’s method 
































〈結語） Sorting systemを利用した NK細胞の無菌
的分取法を確立し，ある種gliornaIr NK細胞の抗腫
蕩効果が見られた．


















viability propidiurn iodide による DNAhistogram, 













































パ球を分離， それぞれ OK-432 又は recombinant
IL 2含有培地にて96時間培養后， FITC標識抗 Leu
2a, 3a, 4, 7, lla, M3, HLA-DR抗体と反応させ
FACSIV Kて FCMone parameter analysisを行っ
た．又 Leu2a, 7, llaの3つのマーカーについては
two parameter analysisを施行した．
く結果〉 ① OK-432誘導キラー細胞は autologous 
tumor k対し強い殺細胞効果を示した．② FCM:i) 
患者リンパ球から誘導した IL-2LAK, OL-432キラ
ー細胞はいずれも90局以上 LeuU であり大半が T
cel の性格をもっ.i) OK-432誘導細胞は Leu2aの
FCM patternが明確な twopeakを呈した.ii）患
者リンパ球からの誘導細胞はいずれも Leu2a+, HLA 
-DR＋の比率が高かった（特に IL2). iv) Leu 2a, 7, 
lla による twoparameter analysis：誘導を施さない







































〈結論〉 ACNUは分子量309,log PO. 9で，lipidsolu・ 
ble, capillary permeabilityは約 1000cm3/secと非常
に高い，一方5FUは分子量130と小さいが， logPLO 






















in vitro rat gliomaの梼養液中iζhematoporphyrin
を添加し，洗浄後白色光を照射した．治療群において
はcontrol；鞘ζ比し明らかな腫蕩細胞の変性が認めら



































































































































リンパ球を分離し， 2%ヒト AB型血清と 5単位／ml















約 2× 10• 個を髄腔内投与した．両症例とも，治療終
了後神経症状が改善すると共ICcytospinで悪性細胞
が陰性化した．
く考察〉 従来から髄膜豚腫症，癌腫症には放射線療法
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や， MTX,Aracなどの髄腔内投与による化学療法が
行われてきたが，必ずしも全例に有効ではなく，逆に
発育不良，骨髄抑制，さらには対麻療など深刻な問題
を生じる事がある． 今回我々の試みた LAK細胞を用
いた adoptiveimmunotherapyは，病態や疾患を選べ
ば，悪性臆蕩への有用かつ画期的な治療法であると恩
われた．
